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1900 年代におけるＭ５以上の深さ約２０km 以浅の陸域の地震と既知の主な起震断層の分布状況を日本列島の地
体構造区別，図幅別，都道府県別に示した．地震も既知活断層も，その分密布密度は，西日本島弧系で大きく，伊
豆・小笠原弧を除く東日本島弧系で小さい． 

 地震も活断層もその分布密度はどの島弧でも外帯で顕著に小さく内帯で大きい．今回扱った地震の大部分（約
９４％）はＭ７未満Ｍ５以上の中規模地震であるから，上記のことはそのような中規模地震もまた，Ｍ７級大地震
（約６％）と同じ様に，活断層の多い地域で多く発生していることを示している． 

 
 
1900 年代におけるＭ５以上の日本陸域の地震（深さｈ≦20km）と，長さ10km 以上の起震断層の分布状況を松田

ほか（2000，活断層研究，19 号）の付表に基づいて地体構造区別，図幅別，都道府県別に示す． 
 1900 年代の地震数は平均23/10 年程度，面積（１万平方 km）あたりの地震数は平均6.1 程度であった．その

間の地震発生密度は，西日本島弧系で大きく（7.0），伊豆・小笠原弧を除く東日本島弧系で小さい（5.4）．これに
対して既知の活断層（起震断層）の分布密度は平均約 7.0 であり，西日本島弧系では東日本島弧系よりも分布密度
は２倍以上大きい（それぞれ１万平方 km あたり 10 と 4）． 

 地震と活断層の分布密度はその地帯の島弧系における位置に応じて顕著な差異ががある．どの島弧において
も，地震の少ない地帯（島弧の外帯，地帯Ａ，Ｅ，Ｊ，Ｒ）は活断層も少なく，地震の多い地帯（内帯）で活断層
も多い．今回扱った地震の大部分（約 94％）はＭ７未満Ｍ５以上の中規模地震であるから，この地震と活断層の
対応関係は，そのような中規模地震もＭ７級大地震（約６％）と同じ様に，活断層の多い地域で多く発生している
ことを示している． 

 内帯では地震も断層も多いが，その分布密度は地帯によって差異が大きい．概して，西日本の方が東日本よ
りも面積あたりの地震も断層も多い．起震断層数と地震数の分布密度がともに５以上である「多断層多地震帯」は
西日本島弧系の内帯の大部分（Ｋ，Ｍ１，Ｍ２，Ｎ２）であり広い．東日本島弧系ではその地帯（Ｇ，Ｈ，Ｉ）は
狭い．断層も地震も少ない１万平方km あたり５未満の「少断層少地震帯」は両島弧系の外帯（A，Ｅ，Ｊ）と北海
道の内帯（Ｂ，Ｃ）と衝突帯（Ｄ）である．断層に対して地震が比較的少ない「多断層少地震帯」は，奥羽－道南
帯（Ｆ），能登－宍道帯（Ｌ），琉球弧外帯（Ｒ）である．逆に断層に対して地震が比較的多い「少断層多地震帯」
は九州南西部の琉球弧内帯（Ｎ１）である．    

 下記の都道府県は地震の分布密度も断層のそれも比較的大きい．神奈川県，山梨県，長野県，京都府，兵庫
県，鳥取県，熊本県，鹿児島県，沖縄県（いずれも１万平方km あたり10 以上）．比較的少ない都道府県は北海道，
岩手県，茨城県，栃木県，群馬県，佐賀県，大分県，宮崎県である（いずれも５未満） 

 断層数Ｆに対する地震数Ｅの比（Ｅ／Ｆ，地震比）は，島弧間・地帯間でばらつきが大きい．日本列島陸域
で最も地震比が大きい主な地帯（断層の割に地震が多い地帯）は，日本海東縁帯（Ｇ，地震比 4.0）であり，最も
小さい地帯は山陰－北九州帯を除く西南日本内帯（Ｋ，Ｍ１，Ｍ２，Ｌ，地震比はいずれも 0.4 以下）である．  

 地震比の地帯間での顕著な差異は主として地帯ごとの地学的特性（断層数の多寡や断層活動の性質）の差異
を表していると考えられるが，地震活動の時間的変動に起因している可能性もある．後者の場合には，地震比の小
さな地帯では近い将来に，より活発な地震活動が予想される． 

 なお，上記の地体構造区の略号は次のようである．Ａ：根室帯，Ｂ：大雪山－知床帯，Ｃ：北見帯，Ｄ：天
塩－夕張衝突帯，Ｅ：北上－阿武隈帯，Ｆ：奥羽－道南帯，Ｇ：日本海東縁帯，Ｈ：南部フォッサマグナ衝突帯，
Ｉ：伊豆－硫黄島帯，ＩＯ：小笠原帯，Ｊ：赤石－四国帯，Ｋ：美濃・飛騨帯，Ｌ：能登－宍道帯，Ｍ１：近畿三
角帯，Ｍ２：瀬戸内帯，Ｍ３：山陰－北九州帯，Ｎ１：霧島－トカラ帯，Ｎ２：別府－沖縄トラフ帯，Ｒ：宮崎－
沖縄島帯．Ａ～ＩＯが東日本島弧系，Ｋ～Ｒが西日本島弧系． 


